












〔緒言〕 

脳性麻痺は早期発見,早期治療が必要なことは言うまでもない。乳幼児期に何らかの治療が

なされるが,成長して養護学校などに入学した後の病態生理についてはほとんどかえり見

られていない。本報告の目的は,脳性麻痺と診断され,5～10 年を経過した小・中学生を対

象に神経生理学的に検討することにある。 


